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～ 根 来 寺 の ラ イ ト ア ッ プ ～
お花見シーズンには、根来寺の「大塔」と「大門」が夜間ライトアップされ
ています。残念ながら、夜間の大塔の拝観はできませんが、境内からは美
しい夜桜とともにライトアップされた大塔を眺めることができます。
幻想的な “春の宵” を是非お楽しみください。
（※ライトアップは３月下旬～４月上旬。時間は日没から22時まで。）

夜 の 桜 も 美 し い
写真は、昨年の根来寺大塔のライトアップです。
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◎
投
票
時
間

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
。
た
だ
し
、
第
３
（
境
谷
）、

第
５
（
押
川
）
投
票
所
は
、
午

後
７
時
ま
で

◎
投
票
で
き
る
人

　

住
所
要
件

　

平
成
18
年
12
月
29
日
以
前
に

岩
出
市
に
転
入
届（
住
民
登
録
）

を
さ
れ
て
、
引
き
続
き
岩
出
市

に
住
所
を
有
す
る
方
は
、
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
岩
出
市
か
ら
他
の
市

町
村
へ
転
出
さ
れ
る
場
合
な

ど
、
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

年
齢
要
件

　

昭
和
62
年
４
月
９
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

◎
期
日
前
投
票
及
び
不
在
者
投
票

　

投
票
日
の
当
日
何
ら
か
の
用

務
で
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
選
挙
の
告
示

日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を

含
む
。）
期
日
前
投
票
又
は
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

岩
出
市
役
所
第
１
会
議
室
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
指
定
病
院
等
に
入
院

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
施

設
の
管
理
者
を
通
じ
て
不
在
者

投
票
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
①
又
は
②
に
該
当
す
る

方
で
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
、
郵
便
等
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

①　

交
付
を
受
け
た
身
体
障
害
者

手
帳
に
、
障
害
の
程
度
が
、
両

下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障

害
に
あ
っ
て
は
１
級
又
は
２

級
、
内
臓
機
能
の
障
害
に
あ
っ

て
は
１
級
又
は
３
級
で
あ
る
者

と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

②　

交
付
を
受
け
た
介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
に
、
要
介
護
５
で

あ
る
者
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

　

投
票
の
方
法
は
、
あ
ら
か
じ

め
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
て
お
き
、
投
票
日

の
４
日
前
ま
で
に
投
票
用
紙
等

を
受
け
取
り
、
投
票
日
の
前
日

ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
る
方
で
交
付
を

受
け
た
身
体
障
害
者
手
帳
に
上

肢
又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が

１
級
で
あ
る
者
と
記
載
さ
れ
て

い
る
方
は
、
代
理
記
載
の
方
法

に
よ
る
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ

め
「
代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る

投
票
を
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と

の
証
明
」
と
「
代
理
記
載
人
と

な
る
人
の
届
出
」
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
選
挙
公
報

　

選
挙
公
報
は
、
朝
日
・
毎
日
・

読
売
・
産
経
の
各
新
聞
に
折
り

込
ん
で
配
布
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
新
聞
を
購
読
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
の
方
に
は
、
直

接
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岩
出
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

事
務
局

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
０
０
）

　

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

 
和
歌
山
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

告
示
日　

平
成
19
年
3
月
30
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

投
票
日　

平
成
19
年
4
月
8
日
㈰

さあ投票 !　和歌山つくる
この一票
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投票所・投票区域一覧表
投票区 投票所住所 投票所の名称 通称名 区　域

第 1 投票区 岩出市
清水386番地の12 岩出地区公民館 大町・高塚・清水・宮

第 2 投票区 岩出市
中黒52番地の2 山崎地区公民館 中黒・湯窪・金屋

畑毛（1～269・303～331）

第 3 投票区 岩出市
境谷255番地 境谷集会所 境谷

第 4 投票区 岩出市
根来535番地の2

岩出市農業構造改善
総合センター 根来地区公民館 根来（475～2278・2280～2366）

森・堀口・尼ケ辻

第 5 投票区 岩出市
押川133番地 押川集会所 押川

第 6 投票区 岩出市
水栖199番地の3 岩出市農家高齢者創作館 上岩出地区公民館 中迫（1～104・568～666）

水栖・野上野（35～546）

第 7 投票区 岩出市
山崎122番地

岩出地区水田利用再編対
策研修指導施設 船山地区公民館 船戸・山崎

第 8 投票区 岩出市
吉田382番地の44 鴨沼集会所 吉田（68～445）

第 9 投票区 岩出市
山508番地の30 山宮の浦集会所 山（1～539）

相谷（120～212）

第10投票区 岩出市
西野264番地 岩出市中央公民館 西野・高瀬・備前

中島（864～918）・畑毛（270～302）

第11投票区 岩出市
荊本63番地の2 岩出市民総合体育館 曽屋（374～387・420～458）・川尻

荊本・中迫（105～567・667～708）

第12投票区 岩出市
紀泉台428番地 紀泉台地区公民館 原・西安上・紀泉台・安上

第13投票区 岩出市
北大池84番地の2

上岩出地区コミュニティ
センター

北大池（1～333・354～489）
南大池・東坂本・新田広芝

第14投票区 岩出市
岡田463番地 岡田集会所 岡田

溝川（1～208・271～310）

第15投票区 岩出市
金池92番地 岩出市総合保健福祉センター  i i（あいあい）セン

ター
金池・赤垣内・波分
曽屋（1～373・388～419）

第16投票区 岩出市
西国分668番地

社会福祉法人皆楽園在宅
介護支援センター

溝川（209～270）
西国分

第17投票区 岩出市
中島137番地の3 中島会館 中島（1～863・919～1284）

第18投票区 岩出市
山719番地 サンホール 吉田（1～67）・山（540～1005）

相谷（1～119・213～630）

第19投票区 岩出市
桜台494番地 桜台地区公民館 根来（1～474・2279）・今中・桜台

野上野（1～34）・山田・北大池（334～353）
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税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【お問い合わせ先】
岩出市役所　総務部税務課…TEL.62-2141 ㈹
市民税係　軽自動車税担当…内線 143 ～ 144
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147
納税係…………………………内線 151 ～ 153

納税は便利で確実な口座振替制度
をご利用ください。

口座振替のお問い合わせは、税務課納税係まで。

固定資産課税台帳の閲覧について
　納税義務者等が、固定資産税の課税内容を確認するた
め１年間を通じて固定資産税台帳の閲覧をすることがで
きます。
閲覧ができる人
　固定資産税の納税義務者
　納税義務者の委任を受けた者
　借地人・借家人
閲覧に必要なもの
　本人確認のできる書類（運転免許証、健康保険証等）
　印鑑
※代理人の場合は本人からの委任状、借地人・借家人
の場合は権利の資格を確認できる書類が、上記に加え
て必要です。

手数料
　200 円（ただし、縦覧期間中に限り無料となります。）
※平成 19 年度の固定資産税納税通知書は、5月に発送し
ます。

土地・家屋価格等縦覧帳簿による縦覧について
　納税者本人が自己の所有する土地・家屋の評価が適正
か判断できるよう、土地・家屋の評価額等を記載した縦
覧帳簿を見ることができます。ただし、縦覧帳簿を複写
して交付することはできません。
縦覧期間　4月 2日㈪～ 5月 31 日㈭
　　　　　（土、日、祝日は除きます）
縦覧時間　午前 8時 45 分～午後 5時 30 分
縦覧場所　岩出市役所　１階　税務課　固定資産税係
縦覧ができる人
固定資産税の納税者本人、又は本人からの委任を受け
た人（土地の納税者は土地について、家屋の納税者は
家屋について縦覧できます。）

縦覧申請に必要なもの
　本人確認のできる書類（運転免許証、健康保険証等）
　印鑑
※代理人の場合は上記に加え、本人からの委任状が必
要です。
手数料　無料

 『
建
物
滅
失
届
』
の
お
知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
家
屋
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
に
あ

る
家
屋
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

年
の
途
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
翌
年
度
か
ら
課
税
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、『
建
物
滅
失
届
』
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
平
成
19
年
度

 
軽
自
動
車
税
減
免
の
お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
等
で
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
平
成
19
年
４
月
24
日
㈫
ま
で
に
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
平
成
19
年
度
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
受
付
は
平
成
19
年
４
月
２
日
㈪
か
ら
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
度
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方

で
、
平
成
19
年
度
も
引
き
続
き
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
継
続

申
請
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
軽
自
動
車
税
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

軽
自
動
車
税
納
期

　

平
成
19
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月
１
日
㈫
で
す
。

　

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

介護保険
のご案内
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○介護保険の特別徴収について
特別徴収とは？
　介護保険料が年金受給額からあらかじめ差し引かれる納め方

をいいます。年金受給者は、特別徴収によって、年金受給月ご

とに保険料を納めていただくことになります。

＊年金が年額 18万円未満で特別徴収の対象にならず、納付書や

口座振替で納める納め方を普通徴収といいます。

●仮徴収
　前年度から継続して特別徴収となる方の４・６・８月の保
険料額は、前年度２月分の保険料額をそのまま仮に決めた保
険料額として、年金受給額からあらかじめ差し引きます。

●本徴収
　１年間の介護保険料は、６月に決定し、仮徴収した金額を
除いた金額を 10・12・２月の３回に振り分けて年金受給額
から差し引きます。

前年度から引き続き特別徴収となる方の保険料の決まり方

○前年度から引き続き特別徴収のＡさんの場合
　例えば、今年２月の特別徴収額が 6,800 円で、平成 19年度の保険料が 6月以降に第 4段階と決定された場合。

平成18年度保険料 平成19年度保険料
合計金額

2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月
6,800円 6,800円 6,800円 6,800円 12,800円 12,800円 12,800円 58,600円

前年度2月分の保険料をそのまま各
月（4・6・8月）に天引きします。

仮徴収

決定した保険料額から仮徴収分を除
いた額を3回にわけて天引きします。

本徴収

※本徴収の金額は、年額保険料から仮徴収額を差
し引き、3で割った金額になりますので、Ａさん
のように仮徴収と本徴収で保険料額に差が出る
ことがあります。

　普通徴収の方は納付書で納めます。納付書は保険料
が決定する６月以降に送付します。納付には、納め忘
れのない口座振替制度をご利用ください。

○平成19年度 介護保険料
段　階 対　　　象　　　者 保険料額（年額）

第１段階 老齢福祉年金受給者で本人及び世帯全員が住民税非課税の方および
生活保護を受給している方 基準額×0.5　　  29,300円

第２段階 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が80万円以下の方 基準額×0.5　　  29,300円

第３段階 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、保険料段階第2段階以外
の方 基準額×0.75　　44,000円

第４段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税の方 基準額　　         58,600円

第５段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が200万円未満の方 基準額×1.25　　73,300円

第６段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が200万円以上の方 基準額×1.5　　  88,000円

介介護護保保険険
ののごご案内案内
【お問い合わせ先】
保険年金課介護保険…………内線 189・198



6　2007.4　広報いわで

　岩出市では、平成 15年度に策定した岩出町男女共同参画プ

ランを基に、様々な啓発活動を行ってきました。今回のプラン

は、前回のプラン策定から住民の皆様の男女共同参画に対する

意識がどのように変わってきたかを調査し、その結果を基に見

直しをしたものです。そして、あらゆる分野で女性と男性が対

等のパートナーとして参画し、住んでよかったと思える「活力

あふれるまち　ふれあいのまち」の実現に向け、市として始動

した岩出にふさわしい男女共同参画の基本施策等を推進するた

めに策定しました。

☆プランの名称について☆

　今回は、「矛盾や衝突などなく、調和の

とれた輝く未来へ向かって男性も女性も

共に歩んでいこう」という願いをこめて、

市民の皆様に、より親しんでいただけるよ

う、サブタイトルを「ハーモニープラン～

共に歩もう　輝く未来へ～」としました。

男女共同参画社会を目指す意識づくり
①男女共同参画社会を目指す啓発活動の推進

②性と人権に関する教育・啓発の推進

③学校等における男女共同参画の推進

④生涯学習における男女共同参画の推進

住みよいまちづくりへの
男女共同参画の促進

①まちづくりへの参画促進

②家庭生活への男女共同参画の促進

③国際社会への参加・交流と連帯の促進

男
女
平
等
に
基
づ
く
就
業
環
境
の
整
備

①
雇
用
分
野
に
お
け
る
男
女
の
機
会
均
等
の
確
保

②
職
業
意
識
の
形
成
と
職
業
能
力
の
開
発
・
向
上

③
女
性
の
就
労
環
境
の
整
備

④
自
営
業
・
農
業
等
に
お
け
る
男
女
の
共
同
参
画

生
涯
に
わ
た
る
健
康
と
福
祉
の
充
実

①
子
育
て
支
援
の
推
進

②
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
の
推
進

③
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

④
生
涯
を
通
じ
た
健
康
支
援

行政の取り組み
①行政組織内の意識改革

②女性職員の登用とそのための環境づくりの推進

岩 出 市 男 女 共 同 参 画 プ ラ ン

ハーモニープラン
～共に歩もう  輝く未来へ～

プ ラ ン の 体 系

女
ひと

と男
ひと

が共に

生きる社
ま ち

会

を目指して
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下
水
道
っ
て
な
あ
に
？

下
水
道
っ
て
な
あ
に
？

９
時
間
目

下
水
道
工
事
の
紹
介

　岩出市では、現在吉田・中島・山の一部の区域において、下水管の埋設工

事を行っています。

　現在行っている工事では、道路の下に下水本管を埋設する工事にあわせて、

みなさんの敷地内から排出される汚水を下水管に流すための取付管及び公共

ます設置の工事も同時に施工しています。（下図）

　この下水本管は汚水管とも呼ばれ、台所・お風呂・トイレから出る汚水を

流すための管です。雨水は、従来どおり道路側溝や水路に流していただくこ

とになります。

ご注意：　現在、那賀浄化センター（下水処理場）は、中島地区に建設中であり、流域下水道の
幹線管渠も工事中ですので、認可区域で下水管の埋設工事が終わっても、すぐにはご利
用できませんのでご注意してください。
　下水管が利用できる時期（供用開始の時期）については、あらためて案内させていた
だきます。

下水道工事の大半は、道路を掘削

して下水管を埋設していく開削工

法といわれる方法で施工されま

す。（右写真）

　工事中は、通行止め等でみなさんに大変ご迷惑をおかけしますが、安全には十分注意し進めてまいりま
すので、下水道の必要性を十分ご理解いただき、ご協力いただけますようお願いいたします。
　下水道に関するお問い合わせは、事業部下水道課までお気軽にどうぞ。

下水道　きれいな未来　つくる道

排水設備
（個人で設置・管理する部分）

市が行う下水道工事の範囲
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総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400 保保健健推推進進
だだよよりり

第
２
期
麻
し
ん
・
風
し

ん
（
Ｍ
Ｒ
）
混
合
予
防

接
種
に
つ
い
て

　

岩
出
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
次
の
方
を
対
象
に
第
２
期
麻
し

ん
・
風
し
ん
混
合
の
定
期
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す
。
接
種
を
受
け

る
際
は
個
別
接
種
協
力
医
療
機
関

に
予
約
の
う
え
、
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
対
象
の
方
に
は
４

月
中
旬
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

＊
対
象
者

保
育
所
・
幼
稚
園
の
年
長
児
相

当
（
平
成
13
年
４
月
２
日
生
〜

平
成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
）

＊
実
施
期
間

平
成
19
年
４
月
中
旬
〜
平
成
20

年
３
月
末
日

＊
麻
し
ん
、
風
し
ん
い
ず
れ
か
に

か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
保
健

推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

（
Ｄ
Ｔ
）
二
種
混
合
予

防
接
種
に
つ
い
て

　

岩
出
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
次
の
方
を
対
象
に
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
（
Ｄ
Ｔ
）
二
種
混
合

の
定
期
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
。
接
種
を
受
け
る
際
に
は
個
別

接
種
協
力
医
療
機
関
に
予
約
の
う

え
、
接
種
し
て
下
さ
い
。
な
お
、

対
象
の
方
に
は
４
月
中
旬
に
各
学

校
か
ら
案
内
を
配
布
い
た
し
ま

す
。

＊
対
象
者

小
学
校
６
年
生

（
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

＊
実
施
期
間

平
成
19
年
５
月
１
日
〜
平
成
20

年
３
月
末
日

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
推
進
課

ま
で

予
防
接
種
広
域
化
が

始
ま
り
ま
す

　

予
防
接
種
広
域
化
と
は
、
左
記

の
よ
う
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
方

に
つ
い
て
は
、
岩
出
市
・
紀
の
川

市
以
外
（
県
内
）
の
協
力
医
療
機

関
で
も
定
期
予
防
接
種
を
う
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

＊
接
種
対
象
者

•
岩
出
市
・
紀
の
川
市
以
外
（
県

内
）
に
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

方
•
医
学
的
な
理
由
に
よ
り
接
種
の

機
会
を
逃
し
た
方

　
（
定
期
予
防
接
種
の
年
齢
内
）

＊
広
域
化
開
始
時
期

　

平
成
19
年
４
月
２
日

＊
対
象
予
防
接
種
の
種
類

（
定
期
接
種
）

　

三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
・
百
日
咳
）、
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
日

本
脳
炎
、
Ｄ
Ｔ
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ

＊
接
種
手
続
き
に
つ
い
て

　

接
種
医
療
機
関
の
確
認
や
、
接

種
時
に
予
診
票
及
び
住
所
地
を
確

認
で
き
る
も
の
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
保
健
推
進
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月 日 曜 歯科医師名 住所（診） TEL（診）

4　

月

1 日 北村歯科医院 紀の川市貴志川町北 810 64-2194
8 日 中嶋歯科医院 岩出市高塚 225 63-1020
15 日 中西歯科医院 紀の川市打田 169-2 78-2233
22 日 中前歯科医院 岩出市金池 442-4 63-1771
29 日 吉村歯科医院 紀の川市貴志川町長原248-8 64-8111
30 月 え の き 歯 科 岩出市西国分 529-4 63-3763

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえ御来院ください。
※当番医が急に変更となる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会



平成19年4月 平成19年 5月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
23日㈪

H18 年 12 月生まれ
21日㈪

H19 年 1 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

24日㈫ 22日㈫

7か月児
17日㈫

H18 年 9 月生まれ
15日㈫

H18 年 10 月生まれ 13:00 ～ 13:15
18日㈬ 16日㈬

1歳8か月児
10日㈫

H17 年 8 月生まれ
8日㈫

H17 年 9 月生まれ 13:00 ～ 13:15
11日㈬ 9日㈬

3歳6か月児
13日㈮

H15 年 9 月生まれ
11日㈮

H15 年 10 月生まれ 13:00 ～ 13:30
20日㈮ 18日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
10日㈫

H18 年 5 月生まれ
8日㈫

H18 年 6 月生まれ 9:00 ～ 9:30
11日㈬ 9日㈬

2歳6か月児
13日㈮

H16 年 9 月生まれ
11日㈮

H16 年 10 月生まれ 9:00 ～ 9:30
20日㈮ 18日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

16日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

14日㈪
沐浴実習
妊娠疑似体験
産後うつについて

13:15 ～ 13:30

予
防
接
種

ポリオ

14日㈪
17日㈭
23日㈬
29日㈫
30日㈬

〈通知〉個別通知
〈対象〉7歳 6か月未
満の未接種者

13:00 ～ 14:00

栄
養
教
室

離乳食 19日㈭ 離乳食 10日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

セ
ッ
ト
検
診

基 本 健 診
胸 部 検 診
胃がん検診
大腸がん検診
乳がん検診

7日㈪
10日㈭
14日㈪
17日㈭
23日㈬
28日㈪
30日㈬
31日㈭

事前に申込みされた
方に個別通知

8:30 ～ 10:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

2日㈪
27日㈮

機能訓練室のフリー
開放

7日㈪
25日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

4月14日㈯
ミレニアシティ
オークワ

5月1日㈫ 市役所
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16
～ 69歳）
65 歳以上の方は 60
～ 64 歳の時に 1 回
でも経験のある方

4月26日㈭ スーパーネゴロ 5月12日㈯
ミレニアシティ
オークワ

保健事業予定表保健事業予定表
（平成19年4月、平成19年5月）

保健推進だより

9 広報いわで　2007.4
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生生活活環環境境
ののペペーージジ

みんなでつくろう！ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

　

平
成
18
年
に
海
外
で
の
感
染
が

原
因
で
発
症
、
死
亡
が
２
例
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

依
然
と
し
て
世
界
中
の
国
々
で

発
生
し
て
い
る
狂
犬
病
の
国
内
で

の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
狂
犬

病
予
防
接
種
は
、
毎
年
１
回
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
19
年
度

狂
犬
病
予
防
接
種
の
定
期
集
合
注

射
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

（
下
記
日
程
で
ご
都
合
の
悪
い
場

合
は
、
付
近
の
動
物
病
院
で
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　

な
お
、
飼
い
主
で
生
後
91
日
以

上
の
全
て
の
犬
は
、
生
涯
１
回
の

登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
登
録
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に

登
録
し
て
い
た
だ
く
よ
う
併
せ
て

お
願
い
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
犬
の
狂
犬
病
予
防
接
種
と

犬
の
新
規
登
録
の
お
知
ら
せ

狂 犬 病 予 防 注 射 手 数 料 2,570 円
注 射 済 票 交 付 手 数 料 550円
犬 の 新 規 登 録 手 数 料 3,000 円
合 計（ 犬 １ 頭 に つ き ） 6,120 円

蓄犬登録・狂犬病予防接種手数料

※ただし、狂犬病予防注射のみの場合　3,120 円

4 月 24日㈫
根 来 地 区 公 民 館 9:30 ～ 10:40
東児童公園（西国分） 11:00 ～ 12:00
上岩出地区公民館 13:30 ～ 15:00

4 月 25日㈬
山 崎 地 区 公 民 館 9:30 ～ 10:40
鴨 沼 団 地 集 会 所 11:00 ～ 12:00
紀泉台地区公民館 13:30 ～ 15:00

4 月 26日㈭
岩出市民総合体育館 9:30 ～ 10:40
船 山 地 区 公 民 館 11:00 ～ 12:00
岩 出 地 区 公 民 館 13:30 ～ 15:00

蓄犬登録・狂犬病予防接種手数料

一斉防除のお知らせ
　毎年、７月上旬に、一斉防除として、
希望される各家庭に、市より配布した薬
剤を散布していただいております。
　本年の一斉防除の薬剤の申し込み、実
施日につきましては、区・自治会代表者
等を通じてご連絡申し上げますので、そ
の際には、皆さまのご協力、ご理解をい
ただきますようお願いします。

平成19年度
第１回粗大ごみ収集のお知らせ

　平成 19年度第一回粗大ごみ取集を５月中旬から６月
中旬にかけて実施します。
　家庭で不要になった粗大ごみ等の収集を希望される方
は、事前に生活環境課までお申し込みいただくことにな
ります。
　つきましては、収集実施についてのお知らせを確認し
ていただき、「粗大ごみ収集依頼申出書」を広報より切り
離し、必要事項をご記入の上、区・自治会長・連絡員等
代表者の方にお渡しください。
　また、区・自治会・連絡員等の届け出を行っていない
地域の方々や、区・自治会等に加入されていない方は、
生活環境課にお問い合わせください。
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生
活
雑
排
水
（
台
所
、
洗
濯
、

風
呂
等
の
排
水
）
に
よ
る
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
生

活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向

上
を
図
る
た
め
、
生
活
排
水
と
、

し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽

を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

○
応
募
期
間

　

平
成
19
年
４
月
16
日
㈪
か
ら

　

平
成
19
年
５
月
31
日
㈭
ま
で

○
補
助
金
額

　

５
人
槽　

三
四
二
、〇
〇
〇
円

　

６
〜
７
人
槽　

　
　
　
　
　

四
一
一
、〇
〇
〇
円

　

８
〜
50
人
槽　

　
　
　
　
　

五
一
九
、〇
〇
〇
円

○
応
募
条
件

　

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

20
年
3
月
31
日
ま
で
に
設
置
さ
れ

る
方
。（
浄
化
槽
を
埋
設
す
る
と

き
は
、
機
種
及
び
人
槽
を
確
認
す

る
た
め
市
の
立
会
が
必
要
と
な
り

ま
す
。）

•
申
請
者
は
、
岩
出
市
に
住
民
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
又
は
浄
化

槽
設
置
後
速
や
か
に
住
民
登
録

を
さ
れ
る
方
。

但
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

•
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
に

基
づ
く
確
認
又
は
浄
化
槽
法
第

五
条
第
一
項
に
基
づ
く
設
置
の

届
出
の
審
査
を
受
け
ず
に
、
浄

化
槽
を
設
置
す
る
者
。

•
補
助
事
業
の
期
間
内
（
平
成
19

年
4
月
1
日
か
ら
平
成
20
年
3

月
31
日
）
に
浄
化
槽
を
設
置
で

き
な
い
者
。

•
販
売
又
は
賃
貸
の
目
的
で
浄
化

槽
付
住
宅（
共
同
住
宅
を
含
む
）

を
建
築
す
る
者
。

•
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
、
賃

貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い

者
。

•
店
舗
付
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、

住
宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
分

の
一
未
満
の
場
合
。

•
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
。

•
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内

に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
。

＊
区
域
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
生

活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。）

○
そ
の
他

　

応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選

に
な 
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
生
活

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

平
成
19
年
度 

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
つ
い
て

4 月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線東側地域 4月 ４ 日・18日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線西側地域 4月 11日・25日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）
◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）
◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）
◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付はセンターへ。）随時受付。

　平成 18年 4月 1日より岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」
への記入とあわせて、「免許証等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいてお
りますので、市民の皆様方のご理解とご協力をお願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。持込車両は、鉄板の上をさけてロータリー側（東
側）黄色の線内に駐車してください。

＊現在クリーンセンターでは、新施設建設工事を行っていますので、搬入時は充分注意してください。
＊ごみの搬入時間は、月曜日から金曜日の午前 8時 30分から 12時までの午前中です。

生活環境のページ

根来川を美しく !!
　根来川のごみ回収活動にご参加お願い
します。
日　　時　4月15日㈰  9時から11時まで
集合場所　総合体育館駐車場（小雨決行）
※掃除できる服装でご参加ください。
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平成 19 年度第１回粗大ごみ収集を実施いたします。
　ご希望のある方は、別紙収集申出書に記入のうえ、4 月 16 日までに、区・自治会等代表者
に提出して下さい。（個別回収はおこなっておりません。）
　後日、代表者を通じて収集日程表及び貼付シールを配布させていただきます。
　なお、収集は、区・自治会等で指定された粗大ごみ収集場所において実施しますので、下記
の事項に注意して出して下さい。

記
＊お 願 い
⒈必ずシールに排出者の氏名を記入し、粗大ごみに貼付して出して下さい。シールの貼付のな
い物は収集致しませんので、ご注意下さい。

⒉歩行者、自動車等交通の妨げとならないよう、また、危険（ごみが飛んだり、倒れたり）の
ないようにして出して下さい。
⒊大型ごみで、こわせるものはできるだけ小さくしてください。また、カーペット類、布団類
等は紐などで束ね、小物類は袋や箱にまとめて入れて出して下さい。
⒋ごみは収集日前日の午後 3時以降（当日午前 8時まで）に指定された場所に出して下さい。
⒌必ず、燃えるごみと燃えないごみに区分けして出して下さい。
⒍事業系粗大ごみは収集いたしません。

＊注意事項
家庭からでる粗大ごみで収集できないもの
◎家電リサイクル対象品（テレビ（ブラウン式）・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン）
◎単車、自動車の部品
◎農機具、農業に使用するもの（畦シート・ビニールハウスの部材・消毒用器材、一輪車等）
◎ピアノ
◎爆発性のあるもの（ガスボンベ、消火器、バッテリー）
◎引火性・有毒性のあるもの（薬品・灯油・ペンキ・油類等）
◎建築廃材等の産業廃棄物、太陽熱温水器、電気温水器、ドラム缶、タイヤ
◎コンクリート製品類（コンクリート付物干し台・ブロック・レンガ・瓦・ガレキ等）
◎灰、燃え殻等

粗大ごみで収集できないものについて
　年 2回「一般家庭から出る適正処理困難廃棄物」として、有料で直接専門業者が回収する機
会を設定し、広報誌で回収日時、主な引き取り品目、処理費用等のお知らせをいたします。
　引き取り品目に明示されていないその他の廃棄物については、「一般家庭から出る適正処理
困難廃棄物」回収日当日、現地でご相談ください。

お問い合わせ先　生活福祉部　生活環境課

第1回 粗大ごみ収集実施についておしらせ

キ

リ

ト

リ

線
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◎この用紙を切り離して区・自治会等代表者に提出してください。

提出用
区・自治会等代表者様 平成　　年　　月　　日

粗大ごみ収集依頼申出書
下記のとおり収集願います。

記

区・自治会等　　　　　　　　　　（　　班）

住　所　岩出市

氏　名　　　　　　　　　　　　　　㊞

（℡　　　－　　　　　　）

１．収集品目
　　　　　　⑴　家電製品　　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　⑵　家具類　　　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　⑶　自転車　　　　　　　　　　　　　　　　　　台

　　　　　　⑷　ふとん・カーペット類　　　　　　　　　　　枚

　　　　　　⑸　その他　　　　　　　　（品目を記入すること）

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　合計（　　　　　　　　）個

注）家電リサイクル法の対象品目（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン）は、粗大ごみとして収
集することはできません。

◎集積場所　　区自治会が指定した場所

キ

リ

ト

リ

線

キ

リ

ト

リ

線
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NNEWSEWS
IIWADEWADE

まちのホットな情報を届けます

人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
（
新
任
）
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
の
解
嘱
に
伴

い
、
次
の
方
が
法
務
大
臣
か
ら
新

た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
中
隆
子
（
山
）

　

現
在
、
岩
出
市
の
人
権
擁
護
委

員
は
、
新
任
の
方
と
次
の
方
々
の

計
七
人
で
人
権
相
談
等
の
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

斎
藤
美
知
子
（
高
塚
）

　

根
来　

勲
（
北
大
池
）

　

赤
井
直
樹
（
畑
毛
）

　

奥
シ
ゲ
コ
（
南
大
池
）

　

豊
田
隆
昭
（
根
来
）

　

岩
西
雅
司
（
西
野
）

市
職
員
人
事
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
平
成
19
年
３
月
１
日

付
け
で
、
次
の
と
お
り
職
員
の
採

用
人
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

採
用
（
主
事
）
事
業
部

　

農
林
経
済
課　

中
田
和
毅

「
第
26
回 

き
の
く
に
人
材

Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」
開
催
!!

　

来
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
、
短

大
生
、
高
専
・
専
修
学
校
生
で
、

和
歌
山
県
の
企
業
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象

に
、
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。

日　

時

　

４
月
16
日
㈪　

12
時
か
ら
16
時

会　

場

　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山

　

６
階
「
ル
・
グ
ラ
ン
の
間
」

　
（
和
歌
山
市
友
田
町
５
丁
目
18
）

※
参
加
企
業
は
70
社
程
度
。
参
加

申
込
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

０
７
３

４
３
１

７
３
７
６

ま
た
は
、
０
７
３

４
４
１

２
８
０
７
ま
で

自
治
会
等
振
興
助
成
金

申
請
に
つ
い
て

　

自
治
会
等
振
興
助
成
金
は
、
自

治
会
活
動
の
促
進
と
自
治
運
営
管

理
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

交
付
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
の

助
成
金
交
付
申
請
に
際
し
ま
し
て

は
、
次
の
書
類
を
添
付
の
う
え
、

申
請
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
区
、
自
治
会
の
規
約
等

②
自
治
会
等
振
興
助
成
金
使
途
報

告
書

③
区
、
自
治
会
の
区
域
地
図

④
区
、
自
治
会
に
加
入
す
る
世
帯

を
代
表
す
る
者
の
名
簿

⑤
年
間
事
業
計
画
書

　

な
お
、
申
請
時
期
は
６
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は

市
役
所
か
ら
区
、
自
治
会
の
代
表

者
の
方
に
、
通
知
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の

人
々
が
自
発
的
に
防
災
活
動
を
行

う
組
織
で
す
。

　

災
害
時
は
、
交
通
網
の
寸
断
や

同
時
多
発
火
災
に
よ
り
、
消
防
な

ど
の
公
的
機
関
が
、
す
ぐ
に
は
か

け
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
救
助
・
救

出
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
安
全
な
地
域
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
住
民
一
人

ひ
と
り
が
、
日
ご
ろ
か
ら
自
主
防

災
の
意
識
を
も
っ
て
、
地
域
の
安

全
を
考
え
、
防
災
の
基
礎
知
識
を

身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
心
が
ま
え

の
も
と
、
岩
出
市
内
に
は
各
地
域

で
、
続
々
と
自
主
防
災
組
織
の
設

立
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
組
織
を
次
の
と
お
り
ご
紹
介
し

ま
す
。

•
境
谷
地
区
自
主
防
災
会

•
押
川
地
区
自
主
防
災
組
織

•
野
上
野
区
自
主
防
災
会

•
新
田
広
芝
地
区
自
主
防
災
会

•
新
田
広
芝
第
四
自
治
会

　

自
主
防
災
会

•
西
野
地
区
自
主
防
災
会

•
安
上
区
自
主
防
災
会

•
清
水
区
自
主
防
災
会

•
上
中
島
自
主
防
災
会

•
川
尻
地
区
自
主
防
災
会

•
高
瀬
区
自
主
防
災
会

•
東
坂
本
自
主
防
災
団

•
北
大
池
区
自
主
防
災
会

•
宮
地
区
自
主
防
災
会

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
!!

　

〜
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
〜

境谷地区で
の訓練の様

子



15 広報いわで　2007.4

NEWS IWADE

　

地
域
の
食
材
を
使
っ
た
「
伝
え

た
い
地
域
の
味
」
を
テ
ー
マ
に
、

２
月
21
日
㈬
岩
出
地
区
公
民
館

で
、「
平
成
18
年
度
岩
出
市
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
域
で
生

産
さ
れ
た
米
や
農
産
物
を
地
域
で

消
費
す
る
「
地
場
生
産
・
地
場
消

費
」
運
動
を
推
進
し
、
料
理
や
加

工
品
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
創
作
料
理
や
伝
統
料
理
・
次

世
代
へ
と
伝
え
て
い
き
た
い
料
理

が
展
示
さ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代

表
者
か
ら
展
示
さ
れ
た
料
理
の
工

夫
や
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
発
表
の

後
、
味
交
換
会
が
行
な
わ
れ
、
会

員
相
互
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た「
地
域
と
作
る
学
校
給
食
」

と
題
し
て
岩
出
市
学
校
給
食
共
同

調
理
場
栄
養
士
中
田
智
子
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
、
今
も
と
め
ら

れ
て
い
る
食
育
、
子
ど
も
た
ち
の

実
情
に
つ
い
て
研
修
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
展
さ

れ
た
料
理
は
、
地
域
の
食
材
を

使
っ
た
「
伝
え
た
い
地
域
の
味
」

と
し
て
来
月
号
か
ら
一
品
ず
つ
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
３
月
４
日
㈰
「
心
の
ふ
れ

あ
い
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
「
第

10
回
岩
出
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
と

「
第
15
回
公
民
館
フ
ェ
ア
ー
」
を

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
住
民
の
皆
様

に
地
域
福
祉
・
健
康
づ
く
り
へ
の

理
解
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く

こ
と
、
住
民
同
士
の
交
流
を
図
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

屋
内
で
は
、
那
賀
消
防
組
合
に

よ
る
応
急
手
当
体
験
コ
ー
ナ
ー
・

防
災
グ
ッ
ズ
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
郵

便
局
事
業
の
広
報
、
差
別
を
な
く

す
啓
発
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
展
、
男

女
共
同
参
画
推
進
員
の
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
保
健
推
進
員
の
活
動

Ｐ
Ｒ
、
母
子
保
健
推
進
員
に
よ
る

手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
遊
び
コ
ー

ナ
ー
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の
食

事
の
大
切
さ
を
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
等

が
行
わ
れ
、
屋
外
で
は
、
晴
天
に

恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
那
賀
消
防

組
合
に
よ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
岩

出
警
察
署
に
よ
る
パ
ト
カ
ー
試
乗

な
ど
親
子
揃
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
や
、
各
種

模
擬
店
が
並
び
、
３
６
８
０
人
の

親
子
連
れ
等
で
賑
わ
い
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
保
健
推
進
功
労
及

び
社
会
福
祉
事
業
等
に
寄
与
貢
献

さ
れ
ま
し
た
左
記
の
方
々
が
、
感

謝
状
・
表
彰
状
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

伝
え
た
い　

地
域
の
味

　

岩
出
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
大
会

　

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岩
出
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
公
民
館
フ
ェ
ア
ー

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
!!分　　類 氏　　名

医 師 宇 野 英 明

保 健 推 進 員
向イ平　喜久美
井 谷 満守美
小 西 昭 子

食生活改善推進協議会
樋　口　サチ子
小 林 みどり
小 川 加壽惠

市 長 感 謝
保健推進功労者 順不同・敬称略

市社会福祉協議会々長表彰

団　体　名 氏　　名
老 人 ク ラ ブ 連 合 会 山 田 勝 惠
遺 族 連 合 会 明 渡 俊 雄
障 害 児 者 父 母 の 会 佐 谷 浩 子
母子寡婦福祉連合会 安　村　嘉代子

ボランティア連絡協議会 辻 野 載 子
出 原 郁 代

更 正 保 護 女 性 会 益 田 弘 子
赤 十 字 奉 仕 団 玉 川 秀 子
皆 楽 園 齊 尾 𠮷 子

社会福祉施設、団体等従事者 順不同・敬称略

氏　　名
味 村 富 子
泉 　 トシヨ

市社会福祉協議会々長感謝
社会福祉事業協助者 順不同・敬称略

↑料理発表会の様子

おいしそうな料理が
たくさん並びました→

受賞された皆さん

優雅に舞うフラダンス 当日は、好天に恵まれ、大勢の人で賑わいました
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第
24
回
会
長
杯
争
奪
和
歌
山
県

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
２
月
４
日
㈰

○
場
所　

広
川
町
体
育
館

○
結
果

•
高
学
年
女
子
の
部

３
位　

岩
出
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
（
尾
方
里
美
、
榎
本
美
晴
、

　
　

茶
谷
麻
彩
、
亀
田
麻
友
）

•
低
学
年
女
子
の
部

２
位　

岩
出
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
（
茶
谷
彩
有
、
角
奈
津
実
、

　
　

川
嶋
咲
稀
、
木
村
茉
帆
）

３
位　

岩
出
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

　
（
玉
井
沙
也
加
、
森
本
綾
華
、

　
　

宮
本
冴
香
、
山
本
幸
歩
）

・
男
子
の
部

３
位　

岩
出
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
（
岡
村
拓
路
、
森
下
潤
也
、

　
　

汐
田
裕
輝
、
松
下
隼
人
、

　
　

山
下
将
、
福
岡
祥
平
）

第
24
回
会
長
杯
争
奪
和
歌
山
県

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
２
月
４
日
㈰

○
場
所　

湯
浅
中
学
校
体
育
館

○
結
果

３
位　

岩
出
中
学
校
Ａ

　
（
福
岡
美
幸
、
金
川
優
美
、

　
　

西
元
彩
乃
、
峯
本
絵
梨
子
）

第
29
回
貼
付
式

男
女
シ
ン
グ
ル
ス
戦

○
日
時　

平
成
19
年
２
月
４
日
㈰

○
場
所　

和
歌
山
市
立
松
下
体
育
館

○
結
果
（
岩
出
卓
球
ク
ラ
ブ
）

〔
勝
・
勝
・
負
組
〕

優
勝　

小
林　

公
子

〔
負
・
勝
・
勝
組
〕

３
位　

吉
川
タ
ツ
子

第
８
回
ミ
ス
ト
ラ
ル

オ
ー
プ
ン
ペ
タ
ン
ク
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
１
月
14
日
㈰

○
場
所

　
　

京
都
御
苑
富
小
路
グ
ラ
ン
ド

○
結
果

　
　
（
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
）

•
ト
リ
プ
ル
ス
の
部

３
位　

岩
出
タ
イ
ガ
ー
ス

　
（
大
塚
勲
、
小
原
尚
志
、
武
田
弘
）

和
歌
山
県
ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会
2006

（
日
本
ペ
タ
ン
ク
協
会

　
　

ラ
ン
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
指
定
）

○
日
時　

平
成
19
年
１
月
21
日
㈰

○
場
所　

粉
河
多
目
的
運
動
場

○
結
果

（
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
）

•
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
部

３
位　

岩
出
さ
く
ら

　
（
上
野
満
智
子
、
小
原
尚
志
、

　
　

吉
田
福
子
）

•
エ
ン
ジ
ョ
イ
の
部

２
位　

岩
出
タ
カ
ツ
カ

　
（
津
田
利
白
、
林
知
、

　
　

林
ユ
キ
エ
）

•
同
３
位
グ
ル
ー
プ
の
部

１
位　

岩
出
さ
ざ
ん
か

　
（
藤
田
妙
子
、
細
谷
小
夜
子
、

　
　

的
崎
千
津
子
）

ス

ポ

ー

ツ

主
な
大
会
結
果

第
６
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

岩
出
市
チ
ー
ム
６
位
入
賞
!!

　

２
月
18
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た

「
第
６
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
」
で
、

岩
出
市
チ
ー
ム
は
、
１
時
間
26
分

42
秒
で
６
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
各
選
手
が
、
チ
ー

ム
の
絆
を
大
切
に
、
勝
利
を
目
指

し
て
走
り
、
沿
道
で
応
援
す
る

人
々
や
大
会
関
係
ス
タ
ッ
フ
に
た

く
さ
ん
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。
今
後
も
な
お
一
層

の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

•
区
間
賞
に
輝
い
た
選
手

〔
第
７
区　

第
３
位
〕

　

川
﨑　

大
輝
（
山
崎
小
）

　
　

６
分
43
秒
（
大
会
新
）

窓
越
し
に
南
天
に
遊
ぶ
小
鳥
見
る
恙
な
く
今
日
我
が
誕
生
日

（
山
）　　

福
田　

キ
ヨ　

流
れ
は
ま
た
向
き
を
変
え
春
の
川
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
気
ま
ま
な
旅
は

（
安
上
）　

幡
井　

ツ
ヤ
コ

洗
い
た
る
苺
に
つ
き
し
花
び
ら
の
余
情
の
ご
と
く
水
浮
遊
す

（
高
塚
）　

上
岡　

洋
子　

兄
弟
の
絆
は
深
く
甦
り
望
み
叶
え
り
桜
咲
く
頃（

西
野
）　

東
伯　

保
光　

何
を
誰
に
目
当
の
定
ま
ら
ず
重
く
足
曳
く
一
時
も
あ
り

（
水
栖
）　

福
元　

千
鶴　

迷
い
き
て
宮
に
居
付
き
し
ち
ゃ
ぼ
一
羽
声
張
り
あ
げ
て
時
を
告
げ
お
り

（
水
栖
）　

藤
田　

久
子　

一
日
は
ま
た
負
に
変
わ
り
ゆ
く
思
ひ
ず
ば
り
立
ち
切
る
力
の
欲
し
き

（
吉
田
）　

田
中　

チ
ヅ　

し
だ
れ
梅
ほ
こ
ろ
び
初
む
る
辺
に
居
り
ぬ
花
の
数
だ
け
優
し
く
な
れ
る

（
宮
）　　

藤
原　

美
知
子

差
し
出
し
し
老
い
の
指
先
握
り
し
む
幼
の
力
遊
ば
れ
て
ゐ
る

（
荊
本
）　

堂
西　

知
子　

何
鳥
か
知
ら
ぬ
明
る
き
さ
え
づ
り
に
老
い
病
む
我
の
は
げ
ま
さ
れ
居
り

（
宮
）　　

水
崎　

紓
子　

睦
言
を
交
わ
し
い
る
ご
と
相
隣
る
夜
桜
の
枝
揺
れ
て
触
れ
合
ふ

（
西
野
）　

岩
西　

起
佐
子

蹴
り
上
げ
し
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
木
の
上
に
孫
の
誤
算
や
春
風
の
中

（
西
国
分
）永
田　

芳
子　

花
の
下
に
亡
母
の
面
輪
を
濃
く
た
た
す
弥
生
尽
な
る
吾
が
生
れ
日
は

（
宮
）　　

斯
波　

美
和
子

突
一
つ
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
い
つ
し
か
に
使
は
ず
な
り
て
お
守
り
の
ご
と

（
曽
屋
）　

赤
井　

順
子　

こ
の
結
果
告
知
し
ま
す
か
の
問
診
に
書
か
さ
れ
て
い
る
そ
の
重
き
も
の

（
水
栖
）　

寺
西　

敦
子　

岩
出
短
歌
会

NEWS IWADE

６位入賞おめでとうございます
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去
る
3
月
11
日
㈰
、
市
制
施
行

記
念
・
合
併
50
周
年
記
念
「
第
1

回
岩
出
市
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
１
４
１
１
名
の
ラ
ン
ナ

ー
が
早
春
の
根
来
寺
を
快
走
し
ま

し
た
。

　

健
脚
を
競
い
合
う
各
種
目
で
の

熱
き
闘
い
が
演
じ
ら
れ
る
一
方
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し

む
方
や
家
族
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し

む
方
々
の
姿
も
今
大
会
を
一
層
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
で
の
各
種
目
別
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
小
学
生
3
㎞

•
男
子　

小
学
１
・
２
年
生
の
部

1
位　

鹿
嶋
倫
隠
（
和
歌
山
市
）

2
位　

福
田
史
哉
（
泉
南
市
）

3
位　

坂
本
晃
也
（
岩
出
市
）

4
位　

中
根
輝
之
（
岩
出
市
）

5
位　

藤
川
想
大
（
岩
出
市
）

6
位　

野
中
大
雅
（
岩
出
市
）

•
男
子　

小
学
３
・
４
年
生
の
部

1
位　

家
永
知
生
（
紀
の
川
市
）

2
位　

野
上
徹
（
岩
出
市
）

3
位　

川
﨑
健
太
（
岩
出
市
）

4
位　

岩
永
響
（
岩
出
市
）

5
位　

松
見
隆
平
（
岩
出
市
）

6
位　

川
村
陸
（
岩
出
市
）

•
男
子　

小
学
５
・
６
年
生
の
部

1
位　

有
本
優
和
（
和
歌
山
市
）

2
位　

中
矢
篤
志
（
橋
本
市
）

3
位　

山
本
浩
右
（
岩
出
市
）

4
位　

谷
本
浩
杜
（
和
歌
山
市
）

5
位　

宮
本
亘
（
和
歌
山
市
）

6
位　

上
田
宗
弘
（
有
田
市
）

•
女
子　

小
学
１
・
２
年
生
の
部

1
位　

山
野
紗
綾
（
和
歌
山
市
）

2
位　

上
月
星
（
泉
南
市
）

3
位　

野
嵜
天
菜
（
日
野
町
）

4
位　

杉
山
智
美
（
岩
出
市
）

5
位　

蔵
本
雅
（
岩
出
市
）

6
位　

狗
巻
見
来
（
有
田
市
）

•
女
子　

小
学
３
・
４
年
生
の
部

1
位　

中
爽
香
（
和
歌
山
市
）

2
位　

鹿
嶋
栞
名
（
和
歌
山
市
）

3
位　

狗
巻
佳
歩
（
有
田
市
）

4
位　

浜
中
佑
里
那
（
御
坊
市
）

5
位　

稲
津
知
佳
（
岩
出
市
）

6
位　

垣
内
佑
芽
（
岩
出
市
）

•
女
子　

小
学
５
・
６
年
生
の
部

1
位　

才
力
礼
佳
（
海
南
市
）

2
位　

杉
山
雅
美
（
岩
出
市
）

3
位　

新
宅
美
紀
（
紀
の
川
市
）

4
位　

中
谷
伊
吹
（
有
田
市
）

5
位　

上
床
稀
（
岩
出
市
）

6
位　

新
宅
由
佳
（
紀
の
川
市
）

◎
一
般
5
㎞

•
男
子　

中
学
生
〜
34
歳
の
部

1
位　

柏
木
直
也
（
岩
出
市
）

2
位　

阪
本
将
太
（
岩
出
市
）

3
位　

三
木
穂
高
（
和
歌
山
市
）

4
位　

山
本
哲
広
（
岩
出
市
）

5
位　

中
谷
勇
介
（
岩
出
市
）

6
位　

上
野
大
輝
（
岩
出
市
）

•
男
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

1
位　

川
瀬
卓
児
（
日
高
町
）

2
位　

土
井
剛
（
和
歌
山
市
）

3
位　

中
敏
紀
（
和
歌
山
市
）

4
位　

柚
木
広
昭
（
豊
中
市
）

5
位　

吉
原
聖
博
（
甲
賀
市
）

6
位　

森
口
誠
之
（
岩
出
市
）

•
男
子　

50
歳
以
上
の
部

1
位　

辻
原
孝
幸
（
大
阪
市
）

2
位　

宮
下
正
（
和
歌
山
市
）

3
位　

安
井
誠
（
和
歌
山
市
）

4
位　

吉
本
樹
男
（
大
阪
市
）

5
位　

志
儀
和
明
（
高
石
市
）

6
位　

片
山
典
明
（
和
歌
山
市
）

•
女
子　

中
学
生
〜
34
歳
の
部

1
位　

宮
下
亜
弓
（
海
南
市
）

2
位　

若
林
有
香
（
海
南
市
）

3
位　

稲
葉
頼
美
（
紀
の
川
市
）

4
位　

寺
岡
菜
採
（
岩
出
市
）

5
位　

金
川
優
香
（
岩
出
市
）

6
位　

平
井
結
唯
（
紀
の
川
市
）

•
女
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

1
位　

竹
村
眞
弓
（
富
田
林
市
）

2
位　

下
田
利
恵
（
熊
取
町
）

3
位　

津
山
弓
美
子
（
岩
出
市
）

4
位　

新
宅
亜
紀
（
紀
の
川
市
）

5
位　

中
谷
雅
子
（
岩
出
市
）

6
位　

藤
木
弘
美
（
岩
出
市
）

•
女
子　

50
歳
以
上
の
部

1
位　

東
恵
美
子
（
大
阪
市
）

2
位　

田
中
美
知
子
（
橋
本
市
）

3
位　

更
井
ヤ
ス
代（
紀
の
川
市
）

4
位　

前
田
純
子
（
岩
出
市
）

5
位　

早
瀬
享
子
（
和
歌
山
市
）

6
位　

安
部
由
利
子
（
岩
出
市
）

◎
一
般
15
㎞

•
男
子　

高
校
生
〜
34
歳
の
部

1
位　

森
岡
修
（
和
歌
山
市
）

2
位　

白
須
大
督
（
福
知
山
市
）

3
位　

浦
中
利
光
（
高
野
町
）

4
位　

今
岡
親
平
（
和
歌
山
市
）

5
位　

藤
野
隆
文
（
泉
佐
野
市
）

6
位　

上
村
和
幸
（
海
南
市
）

•
男
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

1
位　

山
本
満
（
海
南
市
）

2
位　

オ
フ
テ
ブ
ロ
・
テ
イ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泉
南
市
）

3
位　

三
原
謙
二
（
高
石
市
）

4
位　

山
本
雅
文
（
橋
本
市
）

5
位　

中
谷
剛
美
（
羽
曳
野
市
）

6
位　

松
葉
博
幸
（
富
田
林
市
）

•
男
子　

50
歳
以
上
の
部

1
位　

升
田
昭
（
泉
佐
野
市
）

2
位　

小
林
茂
晴
（
岩
出
市
）

3
位　

佐
藤
敏
幸
（
岩
出
市
）

4
位　

坂
本
真
史
（
九
度
山
町
）

5
位　

中
川
司
（
和
泉
市
）

6
位　

成
瀬
悟
司
（
広
川
町
）

•
女
子　

高
校
生
〜
34
歳
の
部

1
位　

中
村
信
乃
（
堺
市
）

2
位　

飯
沼
希
（
高
石
市
）

3
位　

樋
口
知
美
（
和
歌
山
市
）

4
位　

梶
栗
麗
子
（
高
石
市
）

5
位　

本
多
麻
里
代（
和
歌
山
市
）

6
位　

大
浦
千
絵
（
門
真
市
）

•
女
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

1
位　

松
葉
和
美
（
富
田
林
市
）

2
位　

西
田
一
二
三
（
宇
陀
市
）

3
位　

山
本
千
恵
（
海
南
市
）

4
位　

安
藤
智
子
（
泉
佐
野
市
）

5
位　

三
輪
泉
（
和
歌
山
市
）

6
位　

中
村
彰
子
（
九
度
山
町
）

•
女
子　

50
歳
以
上
の
部

1
位　

草
田
満
喜
子（
か
つ
ら
ぎ
町
）

2
位　

白
樫
早
苗
（
和
歌
山
市
）

3
位　

赤
阪
希
子
（
五
條
市
）

4
位　

坂
上
佐
和
子（
和
歌
山
市
）

5
位　

井
村
千
尋（
河
内
長
野
市
）

6
位　

岩
指
広
子
（
豊
中
市
）

市
制
施
行
記
念
・
合
併
50
周
年
記
念

第
１
回
岩
出
市
マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

スタートの号砲とともに駆け抜けるランナー

ゲストランナーの小坂田選手（大阪ガス）
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

福　

祉

問い合わせ先

5
月
24
日
㈭

5
月
22
日
㈫

5
月
17
日
㈭

5
月
15
日
㈫

5
月
10
日
㈭

5
月
8
日
㈫

5
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩

出

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

根

来

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

山

崎

保

育

所

保
育
所
名

63
―
０
２
６
９

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み

を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を
対

象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い
て
、

毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
月
1

回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30

分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等

『
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
』

の
お
知
ら
せ

　

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

絵
本
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
子
ど

も
の
心
を
豊
か
に
し
、
言
葉
の
発

達
を
促
し
ま
す
。

○
内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
・

手
遊
び
他

○
日
時　

平
成
19
年
４
月
18
日
㈬

午
前
10
時
30
分
か
ら

午
前
11
時
30
分

○
場
所　

岩
出
図
書
館
（
開
館
は

10
時
か
ら
で
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

就
学
援
助
申
請
の

お
知
ら
せ

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
小
・

中
学
校
児
童
生
徒
の
就
学
に
お
困

り
で
援
助
を
希
望
す
る
保
護
者
の

方
に
対
し
て
、
就
学
上
必
要
な
経

費
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

　

援
助
の
対
象
と
な
る
の
は
、
岩

出
市
に
住
所
を
有
し
、
小
・
中
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
で
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
教

育
委
員
会
が
認
定
し
た
方
で
す
。

•
生
活
保
護
が
停
止
又
は
廃
止
さ

れ
た
方

•
市
民
税
の
非
課
税
・
減
免
、
個

人
の
事
業
税
の
減
免
、
固
定
資

産
税
の
減
免
を
受
け
た
方

•
国
民
年
金
保
険
料
又
は
国
民
健

康
保
険
税
を
減
免
又
は
徴
収
を

猶
予
さ
れ
た
方

•
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方

　

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
岩
出

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
内

線
２
７
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

20歳代の皆さんへ
若年者納付猶予制度について
　若年者納付猶予制度とは、国民年金
に加入している 20 歳代の第１号被保
険者の方で、本人（配偶者を含む）の
前年の所得が一定額以下の場合、申請
により月々の保険料の納付が猶予され
るものです。
　若年者納付猶予が承認されますと、
老齢基礎年金の受給資格期間（25年）
には算入されますが、年金額には反映
されません。
　将来満額の老齢基礎年金を受け取る
ために、承認された期間分の保険料は
10 年以内にさかのぼって納めること
（追納）ができます。
　また、大学や専門学校等の学生の方
には、「学生納付特例制度」があります。
　詳しくは、保険年金課国民年金係まで

国民年金保険料は
平成19年4月分から

14,100円
に変わります！
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生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
１
回
エ
ク
セ
ル（
初
級
）教
室

　

ロ
ー
マ
字
文
字
入
力
は
で
き
る

が
、エ
ク
セ
ル
（
表
計
算
ソ
フ
ト
）

は
ま
っ
た
く
初
め
て
、
と
い
う
方

が
対
象
で
す
。

【
内
容
】
基
本
操
作
・
文
字
や
数

字
入
力
・
表
や
グ
ラ
フ
の
作
成

【
テ
キ
ス
ト
代
】
八
百
円

【
日
程
】
６
月
８
・
15
・
22
・
29

日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

１
講
座
４
日
間
の
受
講
に
な
り

ま
す

【
応
募
資
格
】
岩
出
市
民
の
方

　
　
　
　
　
　
　
（
学
生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
「
第
１
回
エ
ク

セ
ル
（
初
級
）
教
室
」・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、４
月
20
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
649

6292
岩
出
市
西
野

２
０
９
岩
出
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
公
民
館
係
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応

募
者
多
数
の
場
合
初
め
て
の
方

優
先
で
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
度

文
化
教
室
受
講
生

二
次
募
集
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
課
で
は
、
平
成
19
年
度

文
化
教
室
受
講
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

①
水
墨
画

②
お
菓
子
づ
く
り
（
一
般
）

③
少
年
少
女
コ
ー
ラ
ス

◎
各
教
室
10
名
程
度

◎
各
教
室
５
月
か
ら
の
受
講
に
な

り
ま
す
。

【
応
募
で
き
る
方
】

•
岩
出
市
民
の
方

•
①
と
②
は
、
一
般
・
学
生
不
可

•
③
は
、
小
学
生
と
そ
の
家
族

【
応
募
方
法
】

官
製
は
が
き
に
希
望
教
室
名
（
一

人
一
教
室
の
み
）・
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
職
業

ま
た
は
学
年
を
記
入
の
う
え
４
月

16
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
〒
649

6292
岩
出
市
西
野
２
０
９　

岩
出
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
公
民
館

係
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
結
果

は
後
日
応
募
者
の
方
に
郵
送
で
通

知
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

◎
成
人
講
座

•
開
講
式

•
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

日
時
＝
４
月
21
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　

ン
タ
ー
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

•
開
講
式

•
交
通
安
全
教
室

　

講
師
＝
岩
出
警
察
署
交
通
課

　
　
　
　

課
長　

左
向
伸
次
氏

▼
紀
泉
台
学
園

日
時
＝
４
月
16
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

日
時
＝
４
月
18
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

日
時
＝
４
月
20
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

日
時
＝
４
月
23
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

日
時
＝
４
月
25
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

第
17
回

岩
出
市
民
テ
ニ
ス

大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

○
日
時　

平
成
19
年
４
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

　
　
　

（
雨
天
時
）
４
月
22
日
㈰

○
場
所　

根
来
総
合
運
動
広
場

　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
参
加
資
格

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

○
参
加
料　

１
組
１
５
０
０
円

○
申
込
締
切　

４
月
９
日
㈪

○
申
込
お
よ
び
問
合
せ

　

岩
出
市
テ
ニ
ス
協
会

　
　

木
田
（
62

１
８
１
９
）

　
　

久
保
（
62

０
８
７
３
）

初
級
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ

○
主
催

　

岩
出
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会

○
場
所
及
び
日
時

•
桜
台
地
区
公
民
館

　

毎
週
《
月
、
水
、
金
曜
日
》

　
　

午
後
１
時
半
よ
り
４
時
ま
で

•
岩
出
地
区
公
民
館

　

毎
週
《
土
曜
日
》

　
　

午
後
７
時
よ
り
９
時
ま
で

○
月
会
費

　

最
初
の
一
ヶ
月
は
無
料
。

　

二
ヶ
月
目
よ
り
月
額
千
円

楽
し
く
踊
っ
て
若
さ
を
保
つ

※
細
目
は
岩
出
市
社
交
ダ
ン
ス
協

会
・
井
内
ま
で
（
０
８
０

３
７
７
７

７
１
０
８
）

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア

リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開

放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

４
月
28
日
㈯

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項　

•
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が

必
要
で
す
。

•
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は

応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
責
任
は
負
い
ま
せ

ん
。

•
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場

制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

総
合
体
育
館 

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！

暮らしの情報
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暮らしの情報

岩
出
市
地
域
活
動
連
絡

協
議
会
（
父
母
子
ど
も

会
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
岩
出
市
地
域
活
動
連
絡

協
議
会
に
は
市
内
各
地
12
の
子

ど
も
会
が
加
入
し
て
お
り
、
普
段

別
々
に
活
動
す
る
こ
と
が
多
い
子

ど
も
会
同
士
の
連
携
を
図
る
と
と

も
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
や
キ
ャ

ン
プ
な
ど
の
事
業
を
合
同
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
地
域
に
子
ど
も
会

が
あ
っ
て
加
入
さ
れ
て
い
な
い
場

合
や
子
ど
も
会
を
結
成
し
た
い
と

い
う
場
合
は
一
度
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
子
ど
も
た

ち
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
の
指
導
な
ど
に

活
躍
し
て
く
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
岩
出

市
内
に
在
住
の
中
学
一
年
生
か
ら

高
校
三
年
生
ま
で
の
方
で
興
味
が

あ
る
方
は
一
度
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課
内

　

岩
出
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会

　

事
務
局
（
内
線
２
８
３
）

集
ま
れ
！

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
和
歌
山
県
第

17
団
で
は
、
新
年
度
ス
カ
ウ
ト
募

集
の
た
め
の
体
験
集
会
及
び
入
団

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
ん
な

で
い
っ
し
ょ
に
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

日
時　

４
月
22
日
㈰

　
　
　

10
時
00
分
〜
12
時
00
分

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
ii
セ
ン
タ
ー
）

対
象　

岩
出
市
内
の
小
学
１
〜
３

年
生
女
子
児
童
と
そ
の
保

護
者

行
政
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ

日
時　

４
月
26
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

金
池
92
番
地

電
話　

市
長
公
室

　
　
　
　

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　
　
　

℡
62

２
１
４
１
㈹

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

人
権
相
談

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
取
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、い
や
が
ら
せ
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵

害
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
10
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　

ン
タ
ー　

金
池
92
番
地

　
　
　

電
話
63

３
２
４
６
㈹

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

募　

集

相　

談

　和歌山県は、誘致企業等への就職希望者の登録を募集しています !
　新規学卒者・一般求職者の別、希望職種を問いません。
　現在17社の企業が営業職、事務職、エンジニア、IT 技術者等を求人中です！
　登録された方には求人情報、Uターンフェア等の情報を提供し、誘致企業等へ登録
者情報を提供することにより、求職者と企業の橋渡しを行います。
　詳しくは下記までお問い合わせください。
和歌山県企業立地課
〒640-8585和歌山市小松原通1-1　TEL.073-441-2748　FAX.073-422-1933
e-mail e0622001@pref.wakayama.lg.jp
URL http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/062200/bank/

き の く に
人材バンク
に つ い て

岩出市男女共同参画
推進員募集！

　岩出市では、性別にかかわりなく個人とし

て尊重し、お互いが自立し、あらゆる分野で

対等のパートナーシップを発揮できる「女
ひと

と

男
ひと

が共に生きる社
ま ち

会」の実現を目指したまち

づくりを積極的に推進しています。この推進

活動に協力していただけるボランティア「岩

出市男女共同参画推進員」を募集しています。

◎応募資格
①岩出市内在住の 20歳以上の方

②男女共同参画に関心があり、自主的にボラ

ンティア活動してくださる方

◎申込方法
　市役所または各公共施設に備え付けの「岩

出市男女共同参画推進員申込書」かハガキに、

①住所②氏名③年齢④性別⑤職業⑥電話番号

⑦動機を記入のうえ、郵送、FAX、e メール

等により下記までお申し込みください。なお、

市のホームページから申込書をダウンロード

できます。

◎締　切
平成 19年 4月 27日㈮まで

◎活動内容
①男女共同参画に関する活動の企画

②情報の収集や提供

③広報紙（リーフレット）の作成

④イベント等への協力や啓発活動

◎活動期間
　依頼状を交付した日から平成 20 年 3月 31

日までの期間

※ボランティア保険に加入します。

【申し込み＆問い合わせ先】

岩出市役所　市長公室　男女共同参画担当係

〒 649-6292 岩出市西野 209 番地

TEL：62-2141 ㈹　FAX：63-5229

e-mail：koushitsu@city.iwade.lg.jp
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暮らしの情報

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

入
団
式
の
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
度
岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、
左
記
の
と
お
り
入
団
式

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

○
日
時　

４
月
７
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
集
合

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
開
会

○
会
場

市
民
総
合
体
育
館
１
階
ア
リ
ー
ナ

※
入
団
式
に
は
、
上
履
き
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

五
周
年
記
念

岩
出
舞
踊
つ
ど
い
の
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
開
催

○
日
時　

４
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
後
12
時
30
分
開
演

○
場
所

　

市
民
総
合
体
育
館（
小
ホ
ー
ル
）

○
入
場
無
料

○
問
い
合
わ
せ

　

62

７
３
７
４　

石
田
ま
で

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
皆

様
多
数
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
者
一
同

そ
の
他

　

岩
出
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
出
産
を
予
定
し
て

い
る
方
の
出
産
資
金
を
必
要
と
す

る
世
帯
主
に
、
そ
の
資
金
を
貸
し

付
け
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

◎
貸
付
対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者(
加

入
者)

の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
い

ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
被
保

険
者
の
方
が
あ
り
、
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
世
帯
主
に
限
り
ま
す
。

⑴
一
か
月
以
内
に
、
出
産
を
予
定

し
て
い
る
方

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
、
医
療
機
関

等
か
ら
出
産
に
要
す
る
費
用
の

請
求
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た

は
、
既
に
そ
の
費
用
を
支
払
っ

た
方

◎
貸
付
額

　

出
産
育
児
一
時
金
支
給
見
込
額

（
35
万
円
）
の
5
分
の
4
を
限
度

と
し
ま
す
。

◎
貸
付
利
息

　

無
利
息

◎
貸
付
申
し
込
み

　

資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う

と
す
る
世
帯
主
は
、
申
込
書
に
次

の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
書
類
を
添

付
し
て
、
国
保
係
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
出
産
予
定
日
前
1
か
月
以
内
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

⑵
妊
娠
85
以
上
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
及
び
医
療
機
関
等

か
ら
の
出
産
に
要
す
る
費
用
の

内
訳
が
記
載
さ
れ
た
請
求
書
ま

た
は
領
収
書

　

な
お
、
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

は
、
生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課
国

保
係
ま
で

◎
対
象
と
な
る
方

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
次
の
条
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
（
退
職
被
保
険
者
本

人
）
と
そ
の
被
扶
養
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
方
。

②
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
（
国
民
年
金
は
除
く
）
の
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

て
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
（
ま
た
は

40
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
10
年

以
上
）
あ
る
方
。

　

右
記
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

年
金
を
も
ら
う
手
続
き
を
す
る
と

年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
年
金
証
書
・
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
・
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
14
日
以
内
に
国
保
係
へ
届

け
出
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

は
、
生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課
国

保
係
ま
で

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金
貸
付
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
か
ら
お
知
ら
せ

【
お
問
い
合
わ
せ
】　

62

２
１
４
１
（
内
線
192
・
193
）

掲 載 料　１枠 30,000円（タテ 4.7㌢×ヨコ 5.7㌢）

掲載場所　暮らしの情報コーナーの下段

申込方法　掲載を希望する月の２月前の25日までに所定の用紙（岩出市有料広告掲載申

込書）に掲載希望する版下を添えて市役所市長公室に申し込み下さい。

そ の 他　市ホームページから「岩出市有料広告掲載申込書」をダウンロードできます。

　　　　　　詳細は市長公室へ問い合わせ下さい。

問い合わせ　市長公室　市民ふれあい係（電話62-2141）

広
報
い
わ
で
６
月
号

か
ら
有
料
広
告
を

募
集
し
ま
す
！
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差
別
を
な
く
す
人
権
作
文
入
選
作
品

　

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

気
づ
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
県
内
の
学
校
に
通
う

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
平
成
18
年

7
月
3
日
か
ら
9
月
6
日
ま
で
の

間
、
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

１
０
，
４
５
７
点
の
応
募
作
文

の
内
、
入
選
作
品
が
43
点
あ
り
ま

し
た
。

　

岩
出
市
か
ら
4
名
の
方
が
入
選

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
4
月
か
ら
4

回
に
わ
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
人
に
差
別
を
し
た
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
思
っ
て
い
ま

す
。

　

で
も
、
差
別
を
し
て
い
る
人
を

た
ま
に
見
か
け
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
様
な
差
別
を
し
て
い
る
の

か
と
い
う
と
、
買
い
物
に
行
っ
た

時
や
電
車
に
乗
っ
て
い
る
時
に
、

手
話
で
話
し
て
い
る
人
が
い
る

と
、
そ
の
横
を
通
り
か
か
っ
た
人

や
、
近
く
に
い
る
人
が
、
め
ず
ら

し
そ
う
に
じ
っ
と
見
て
い
た
り
し

て
、
目
が
あ
い
そ
う
に
な
る
と
、

す
ぐ
に
目
を
そ
ら
し
た
り
し
て
い

る
こ
と
で
す
。　

　

ま
た
、
通
学
路
で
目
の
見
え
な

い
人
が
、
白
い
つ
え
を
つ
き
な
が

ら
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
を
歩
い
て

い
る
の
に
、
わ
ざ
と
前
か
ら
自
転

車
で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
を
走
っ

て
き
て
、
も
う
少
し
で
ぶ
つ
か
り

そ
う
な
時
に
、
パ
ッ
と
横
に
よ
け

て
通
り
過
ぎ
て
行
く
人
も
見
か
け

た
事
が
あ
り
ま
す
。

　

手
話
は
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
人

に
と
っ
て
は
大
切
な
会
話
の
方
ほ

う
だ
か
ら
、
め
ず
ら
し
そ
う
に
見

た
り
す
る
の
は
い
け
な
い
事
で
、

差
別
を
し
て
い
る
事
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、目
の
見
え
な
い
人
に
は
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
安
全
に
歩
く
た

め
の
大
切
な
印
だ
し
、
前
か
ら
自

転
車
で
来
て
急
に
よ
け
る
様
な
事

も
悪
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

目
を
つ
ぶ
っ
て
一
人
で
歩
い
て

優秀作
「
い
ろ
ん
な
差
別
」

岩
出
小
学
校　

４
年　

岡お
か
む
ら村　

美み

ゆ悠　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）

み
る
と
、
と
て
も
こ
わ
く
て
、
そ

し
て
回
り
の
音
が
と
て
も
気
に
な

り
ま
す
。
だ
か
ら
、
さ
っ
き
の
様

な
イ
タ
ズ
ラ
は
ぜ
っ
た
い
に
や
っ

て
は
い
け
な
い
事
だ
と
思
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
そ
ん
な
イ
タ
ズ

ラ
を
し
た
り
、
変
な
目
で
見
た
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

前
に
買
い
物
に
行
っ
た
時
に
、

ち
ゅ
う
車
場
で
車
イ
ス
の
所
に
、

ふ
つ
う
の
車
を
平
気
な
顔
を
し

て
、
止
め
て
い
る
人
を
見
た
事
が

あ
り
ま
す
。
入
り
口
に
近
く
て
と

て
も
べ
ん
り
だ
け
ど
、
足
が
悪
く

な
い
ん
だ
か
ら
、
少
し
位
遠
い
所

か
ら
で
も
歩
い
て
行
け
ば
い
い
の

に
と
思
い
ま
し
た
。

　

車
イ
ス
の
マ
ー
ク
の
所
は
広
く

な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
に

は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
車
イ
ス
に

乗
る
た
め
に
は
、
ド
ア
を
い
っ
ぱ

い
に
開
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
車
イ
ス
の
人
は
、
そ
の

場
所
に
車
を
停
め
ら
れ
な
け
れ
ば

車
か
ら
お
り
る
事
が
で
き
な
い
か

ら
お
店
に
行
く
事
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
が
そ

う
い
う
目
に
合
っ
た
ら
、
ど
ん
な

気
持
ち
が
す
る
で
し
ょ
う
。

　

私
は
車
イ
ス
の
マ
ー
ク
の
所
に

健
康
な
人
が
車
を
停
め
て
い
る
の

を
見
る
と
、
と
て
も
は
ら
が
立
ち

ま
す
。

　

目
の
ふ
自
由
な
人
、
足
の
ふ
自

由
な
人
、耳
の
ふ
自
由
な
人
、色
々

な
し
ょ
う
が
い
を
持
っ
た
人
が
い

ま
す
。
で
も
、
み
ん
な
同
じ
人
間

で
す
。
み
ん
な
、
そ
れ
ぞ
れ
し
ょ

う
が
い
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
し
ょ

う
が
い
と
た
た
か
っ
て
、
い
っ
ぱ

い
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

し
ょ
う
が
い
が
あ
る
か
ら
ふ
つ

う
じ
ゃ
な
い
と
思
う
の
は
差
別
だ

と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
社
会
の
一

員
で
、
仲
間
だ
と
思
い
ま
す
。
が

ん
ば
っ
て
い
る
人
の
じ
ゃ
ま
を
し

た
り
、
変
な
目
で
見
る
の
は
、
相

手
が
自
分
よ
り
お
と
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
考
え
方
が

差
別
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
し
ょ

う
が
い
が
あ
る
と
、
ふ
べ
ん
な
事

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
け
ど

も
、
他
の
人
よ
り
お
と
っ
て
い
る

と
言
う
の
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
差
別
さ
れ
る
相
手
の
気
持
ち

が
ぜ
ん
ぜ
ん
わ
か
っ
て
い
な
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。　

　

も
し
も
、
自
分
が
目
や
耳
が
ふ

自
由
で
同
じ
様
な
事
を
さ
れ
た

ら
、
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
で

し
ょ
う
。
私
だ
っ
た
ら
と
て
も
悲

し
い
気
持
ち
に
な
る
し
、
い
や
だ

と
思
い
ま
す
。

　

自
分
が
さ
れ
て
い
や
な
事
は
、

他
の
人
に
し
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

て
行
動
す
る
事
で
、
差
別
は
な
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

他
の
人
か
ら
見
て
、
ち
ゃ
ん
と

で
き
て
い
な
い
と
思
う
事
で
も
、

そ
の
人
が
せ
い
い
っ
ぱ
い
が
ん

ば
っ
て
い
れ
ば
い
い
事
で
す
。
一

生
け
ん
め
い
に
す
る
事
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
し
ょ
う
が
い
が
な

く
て
も
何
の
ど
力
も
し
な
け
れ

ば
、
ぜ
ん
ぜ
ん
だ
め
だ
と
思
い
ま

す
。

　

目
や
耳
や
足
や
色
々
な
し
ょ
う

が
い
を
持
っ
た
人
が
い
る
け
ど
、

み
ん
な
し
ょ
う
が
い
に
勝
つ
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
い
る
ゆ
う
気
の
あ

る
人
だ
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
私
は
で
き
る
だ
け
手

を
か
し
て
あ
げ
る
と
か
、
色
々
協

力
し
て
あ
げ
て
、
や
さ
し
く
し
て

あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

色
々
な
し
ょ
う
が
い
を
持
っ
て

い
て
も
、
み
ん
な
が
楽
し
く
、
仲

よ
く
、
イ
キ
イ
キ
と
生
活
し
て
い

け
る
社
会
が
と
て
も
い
い
社
会
だ

と
思
い
ま
す
。
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図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

印は休館日です。☆本はひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。 印は岩出図書館本館が休館のため、閲覧のみとなります。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

中央公民館図書館・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

4月のカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。

★新サービスをスタートします！

　視覚障害の方へのサービスとして、図書館

ボランティアによる「対面朗読サービス」を、

心身の障害により、図書館に来館することが

困難な方へのサービスとして「郵送サービス」

をスタートします。対象者等の詳しい内容は、

図書館に備え付けのチラシをご覧ください。

★４月からおはなし会が変わります！
　毎週日曜日に、おはなし会開催!!

場所：岩出図書館おはなし室　13:30 ～

○ 1日・8日…「おはなしドロップス」

○ 15日・22日…「おはなしのとびら」

○ 29日…「英語でおはなし会」

★YA（ヤングアダルト）コーナーを新設！

　中・高校生の読書活動を応援するため、図

書館では「YA（ヤングアダルト）コーナー」

を児童コーナー入口に新設しました。

　「YAコーナー」では、ライトノベルを中

心に、今話題の本、心に残る本、おすすめの

本などを紹介していきたいと思います。

　中・高校生だけでなく、小学生や、大人の

方もぜひ、ご利用ください。

★分館「駅前ライブラリー」が
　リニューアル！
　2月の特別蔵書整理において岩出駅前にあ
る「駅前ライブラリー」の書架をリニューア
ルしましたので、ぜひ分館もご利用ください。

岩
出
図
書
館
開
館
１
年
！

コ
コ
が
変
わ
り
ま
す
！

こどもの読書週間とは…
　昭和 34（1959）年にはじまった、「こどもの読書
週間」。
　もともとは 5月 1日～ 14 日（こどもの日を含む 2
週間）でしたが、2000 年の「子ども読書年」を機に、
現在の4月23日～5月12日の約3週間に期間を延長。
4月から 5月にかけては、「国際子どもの本の日」・「サ
ン・ジョルディの日」などの記念日・関連イベント
も多く、また、2001 年 12 月に公布・施行の「子ど
も読書活動推進法」により 4月 23 日が「子ども読
書の日」となった影響もあって、「こどもの読書週間」
は年々大きな盛り上がりを見せています。
　岩出図書館では、「こどもの読書週間」にちなんで、
各種イベントの開催を予定していますので、ぜひご
参加ください。

ど
う
思
い
ま
す
か
？

本
が
泣
い
て
い
ま
す
・
・
・

　図書館の本が泣いています。水濡れした本、一部を刃物で切
り取られた本、ページごとちぎり取られた本など、次の方に貸し
出せない状態で返ってきた本がありました。落書きや汚れで貸
し出せないものもあります。図書館資料は、みなさんの大切な税
金で購入した「みんなの財産」です。大切に利用してください。
なお、借りた資料を破損した時は、図書館職員にお知らせくださ
い。破損に気づいた場合もお知らせください。
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市の人口と世帯（平成 19年 2月末日現在）　総人口 51,756 人　男 25,038 人　女 26,718 人　世帯数 19,287

　

平
成
19
年
２
月
６
日
、
根
来
寺

境
内
中
心
部
と
そ
の
周
辺
約

76
万
７
千
平
方
メ
ー
ト
ル
が
、『
根

来
寺
境
内
』
と
し
て
新
し
く
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

根
来
寺
は
、
新
義
真
言
宗
の
総

本
山
で
長
承
元
年
（
１
１
３
２
）

に
覚
鑁
上
人
（
か
く
ば
ん
し
ょ
う

に
ん
）
が
、
高
野
山
に
大
伝
法
院

（
だ
い
で
ん
ぽ
う
い
ん
）
と
密
厳

院
（
み
つ
ご
ん
い
ん
）
を
創
建
し

た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
正
応
元
年

（
１
２
８
８
）
に
根
来
に
移
転
し

ま
し
た
。
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時

代
に
か
け
て
大
き
く
発
展
し
、
覚

鑁
上
人
を
宗
祖
と
す
る
教
団
を
率

い
た
強
力
な
軍
事
力
と
組
織
力
を

保
持
し
ま
し
た
。

　

天
正
十
三
年
（
１
５
８
５
）、

羽
柴
秀
吉
（
後
の
豊
臣
秀
吉
）
の

紀
州
攻
め
に
あ
っ
て
、
多
く
の
僧

坊
が
焼
失
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に

も
本
尊
、
大
塔
を
含
む
境
内
の
中

心
は
焼
失
を
ま
ぬ
が
れ
、
そ
の
他

の
建
物
も
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て

復
興
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
、
15
世
紀
か
ら
16
世
紀
に

か
け
て
寺
域
が
大
き
く
拡
大
し
、

遺
構
（
い
こ
う
）
や
、
遺
物
（
い

ぶ
つ
）
な
ど
が
中
世
末
期
の
状
態

の
ま
ま
地
下
に
保
存
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
根
来
寺
境
内
地
内
に

は
、
建
造
物
や
仏
像
な
ど
の
多
様

な
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
中
世
に
お
け
る
寺
院
の
成

立
と
展
開
や
政
治
・
経
済
な
ど
の

関
連
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
遺
跡
で
あ
り
ま
す
。

春は桜、秋は紅葉の名所で有名な根来寺。シーズンともなれば、大勢の観光客で賑わいます。

大　門 国宝  大塔 根来鉄砲隊

今も残る、火縄銃の弾
たま

のあと

根
来
寺
境
内
が

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た


